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研究計画書 

ゼミ名 岡田ゼミⅡ チーム名 チーム聖火ランナー 

タイトル 東京オリンピックと神戸 

テーマ群 c)公共経済 d)国際経済 e)産業・企業 d)歴史・思想 

メンバー 山本由衣 土田梨奈 島川宙大 藤本亮太 戸田龍誠 金本早恵  

岸本晴日 金丸侑里香 

研究計画内容 [研究背景・研究の目的について] 

 私たち、チーム聖火ランナーは、2020年に迎える予定であった東京オリ

ンピックについて調査・研究することにした。このテーマを取り上げる理

由は、東京オリンピックが国際交流に関連したビッグイベントであり、開

催地だけでなく、私たちに関わりが深い神戸にも大きな経済効果が期待さ

れると考えたからである。 

 

[研究内容について] 

私たちは今回の東京オリンピックが開催された場合に予想される日本全

体の経済効果を開催前・開催中・開催後の 3つの視点から考察し、また延

期・中止になった場合の経済損失について分析した。そして、私たちのゼ

ミテーマである「神戸」に焦点を当て、東京オリンピックとの関係・取り

組みを紹介する。以上 2つのことを私たちの研究結果として発表していく。 

 

[期待される効果について] 

東京オリンピックが開催されることによって、東京やその周辺地域に経

済効果がもたらされることは予想することができる。東京でオリンピック

が開催されることが決定してから、経済波及効果は約 3兆円であると試算

された。しかし、東京で行われるオリンピックが神戸を含む地方都市にど

のような経済効果や変化をもたらすのだろうか？オリンピックによって大

きく変化していくと予想される神戸の政治経済や、産業構造をマクロ的視

点、ミクロ的視点で知ることは、これから社会人になっていく私たちの人

生において、様々な局面での選択や、行動の役に立っていくと考える。 
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